
　わが国を代表する宇宙物理学者の一人、荒木俊馬によっ
て1965年に創設された京都産業大学。「将来の社会を
担って立つ人材の育成」を建学の精神に掲げ、「学問と産
業をむすぶ」教育理念のもと、今日では文系・理系合わせて
10学部体制にまで発展。外国人留学生を含め1万5000
人を超える学生が、京都市北区に位置する西日本屈指の
「一拠点総合大学」のもとで学んでいます。
　2015年に策定されたグランドデザイン「神山STYLE 
2030」も、改革期から発展期、さらには円熟の充実期へ
と差し掛かり、先進のスマートキャンパス構築に向けた大
学改革を展開。さらに、創設以来の伝統である産学連携プ
ログラムや、アントレプレナー育成プログラム、学部横断
型の研究推進など、学生を成長させる取り組みが多角的に
進められています。

む
す
ん
で
、
う
み
だ
す
「
一
拠
点
総
合
大
学
」。

大
学
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
柱
と
す
る
大
学
改
革
を
展
開
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「
神
山
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
２
０
３
０
」
の

も
と
、
先
進
の
大
学
改
革
を
展
開

　

１
９
６
５
年
に
開
学
し
、
来
年
は
創
立

60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
京
都
産
業
大
学

は
「
産
業
」
を
「
む
す
び
わ
ざ
」
と
読
み

解
き
、「
む
す
ん
で
、
う
み
だ
す
。」
を
大

学
の
理
想
像
に
掲
げ
て
、
先
導
的
な
大
学

改
革
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

開
学
当
時
、
日
米
安
保
問
題
な
ど
で
社

会
全
体
が
機
能
不
全
に
陥
る
中
、
荒
木
俊

馬
は
『
将
来
の
社
会
を
担
っ
て
立
つ
人
材

の
育
成
』
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
本
学
を

設
立
し
ま
し
た
。
京
都
産
業
大
学
は
常
に

こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、
先
行

き
が
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
『
今
』

を
正
し
く
捉
え
、
同
大
の
あ
る
べ
き
姿
、

育
成
す
べ
き
人
材
像
を
見
据
え
た
大
学
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
改
革
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

同
大
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
神
山
Ｓ
Ｔ

Ｙ
Ｌ
Ｅ
２
０
３
０
  （1）

」
で
す
。
開
学
50
周

年
の
２
０
１
５
年
に
策
定
さ
れ
、
21
年
度

か
ら
は
「
発
展
期
」
の
計
画
の
も
と
、
大

学
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
劇
的
な
進
展
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
時
代
を
迎
え
、

な
交
流
や
創
造
性
を
引
き
出
す
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
産
業
大
学
の
外
国
語
学
部
や
国
際

関
係
学
部
で
は
多
く
の
留
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。
彼
ら
も
含
め
、
共
通
教
育
科
目

の
教
室
に
入
れ
ば
、
人
文
・
社
会
・
自
然

科
学
と
い
う
分
野
の
垣
根
を
越
え
た
交
流

が
可
能
で
す
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
で
も
自
分
と
は
異
な
る
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
に
関

し
て
は
学
内
で
新
た
に
委
員
会
も
立
ち
上

げ
て
お
り
、
今
後
も
教
育
・
研
究
の
両
面

で
、
学
部
の
壁
を
越
え
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

充
実
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
も

　

多
様
な
学
び
の
基
盤
と
な
る
共
通
教
育

科
目
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
多
様
化
・
複

雑
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
教
養

を
「
異
文
化
理
解
の
扉
を
ひ
ら
く
」
や
「
共

生
社
会
を
構
築
す
る
」
な
ど
14
の
テ
ー
マ

か
ら
学
ぶ
人
間
科
学
教
育
科
目
を
は
じ
め
、

デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
に
対
応
し
た
「
デ
ー

タ
・
Ａ
Ｉ
と
社
会
」
は
、
文
部
科
学
省

「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベ
ル
）」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
面
で
は
、
す
べ
て
の
学
生

に
対
し
海
外
留
学
を
推
奨
。
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
世
界
31
カ
国
86
大
学
（
24
年
３
月

現
在
）
に
及
び
、
全
国
に
先
駆
け
て
海
外

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
海
外

の
日
系
企
業
や
地
元
の
企
業
・
団
体
な
ど

大
学
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
は
大
き
な
課
題
で

す
。
京
都
産
業
大
学
は
、
最
先
端
の
情
報

技
術
を
導
入
し
、
未
来
を
先
取
り
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
は
次
世
代
型
「
ス
マ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
」
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
お
よ

び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
包
括
連

携
協
定
  （2）

を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

５
Ｇ
通
信
環
境
の
一
部
を
共
有
利
用
す
る

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
５
Ｇ
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｉ
、

仮
想
現
実
、
画
像
解
析
等
の
最
新
技
術
を

積
極
的
に
導
入
・
活
用
す
る
な
ど
、
未
来

型
技
術
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
実
装
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
活
用
し
、

学
生
の
成
長
の
機
会
を
創
出
す
る
ほ
か
、

導
入
し
た
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
大

学
と
社
会
・
産
業
界
を
む
す
ぶ
〝
共
創
の

場
〞
と
し
て
い
き
ま
す
。

文
系
・
理
系
全
10
学
部
が

ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結

　

人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で

10
学
部
、
１
万
５
０
０
０
人
の
学
生
が
一

堂
に
会
す
る
京
都
産
業
大
学
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
自
体
が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
に
あ
ふ
れ
た
空
間

で
す
。
緑
豊
か
で
自
然
に
あ
ふ
れ
た
環
境

も
魅
力
で
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
」「
グ
ロ
ー
バ

ル
」「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
」「
ナ
レ
ッ
ジ
」

の
４
つ
の
コ
モ
ン
ズ
を
は
じ
め
、

「Innovation H
UB

」
な
ど
、
学
修
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
学
生
同
士
の
活
発

（1） 神山STYLE2030
　創立50周年を迎えた2015年に、15年後とな
る2030年においても日本を代表する私立大学
の一角を担う存在であり続けるため、中長期事
業計画「神山STYLE2030」を策定。2030年まで
の15年間を５年ごとに「改革
期」「発展期」「充実期」の３
期に分けて進行しており、
2021年度からは第２期となる
「発展期」が始動している。

URL　 https://www.kyoto-su.ac.jp/about/
granddesign/index.html

（2） ソフトバンク・LINEとの包括連携協定
　正式名称は「先端技術を活用した新しい学生
生活の実現・研究に関する包括連携協定」。ス
マートキャンパス化を推進し、Society 5.0を
リードしていく人材育成を目指す。

（3） アントレプレナー育成プログラム
　全学部が参画する文理融合の正課教育として
2023年度にスタート。京都市内に構える「町
家　学びテラス・西陣」に加え、起業活動の拠
点となる新たな施設をキャンパス内に設置し、
起業支援の充実に向けて産業界との連携も推進。

（4） 京都産業大学の研究力
　学術誌『ネイチャー』掲載論文数、研究論文
の国際共著率は朝日新聞出版『大学ランキング
2024』の該当項目から独自集計。科研費大型
研究種目・新規採択は文部科学省「令和２年度
科学研究費助成事業の配分について」より引用。

（5） 共同研究推進サポート制度
（共同研究プロジェクト運営支援）

　京都産業大学の知を結集した新たな領域への
挑戦や、卓越した成果が期待できる”共同研究〞
に対して支援を行う制度。設立初年度となる
2022年度は３件の研究課題が採択され、いず
れも複数の学部の教員が連携する学部融合の研
究内容となっている。

　

さ
ら
に
、
低
成
長
時
代
を
迎
え
、
世
界

中
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
求
め
ら

れ
る
中
、
10
学
部
の
教
員
が
協
力
し
て
体

系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
「
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （3）

」
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
建
学
の
精
神
に
も
関
連
し
ま
す

が
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

解
決
の
方
法
と
し
て
新
し
い
業
（
わ
ざ
）

を
起
こ
す
こ
と
も
大
き
な
社
会
貢
献
の
一

つ
で
す
。
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
起
業
だ
け
で

な
く
、
家
業
を
継
ぐ
予
定
の
学
生
が
発
展

的
な
事
業
承
継
に
向
け
て
学
べ
る
こ
と
も

多
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
京
都
産
業
大
学

の
学
生
た
ち
は
、
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
で
も
文
理
融
合
で
チ
ー
ム
を

作
り
、
非
常
に
面
白
い
取
り
組
み
を
プ
レ

ゼ
ン
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

神
山
宇
宙
科
学
研
究
所
を
新
設

学
部
横
断
型
研
究
も
推
進

　

先
進
的
で
優
れ
た
教
育
を
根
幹
か
ら
支

え
て
い
る
の
が
、
京
都
産
業
大
学
の
「
研

究
力
」
で
す
。
学
術
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

掲
載
論
文
数
で
全
国
私
立
大
学
２
位
・
西

日
本
私
立
大
学
１
位
を
誇
る
ほ
か
、
研
究

論
文
の
国
際
共
著
率
も
全
国
私
立
大
学
２

位
。
全
国
の
私
立
大
学
の
中
で
、
京
都
産

業
大
学
は
科
学
研
究
費
大
型
研
究
種
目
に

新
規
採
択
さ
れ
た
３
校
の
う
ち
の
１
校
で

し
た
  （4）

。

　

京
都
産
業
大
学
の
創
設
者
・
荒
木
俊
馬

は
著
名
な
宇
宙
物
理
学
者
で
あ
り
、
国
内

の
私
立
大
学
で
は
最
大
規
模
の
反
射
式
望

遠
鏡
で
あ
る
神
山
天
文
台
を
備
え
て
い
る

と
こ
ろ
に
大
き
な
強
み
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
独
自
の
観
測
装
置
を
作
り
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の

金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
に
搭
載
し
て

金
星
の
大
気
構
造
を
解
明
す
る
な
ど
、
世

界
的
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
昨
年

10
月
に
は
神
山
宇
宙
科
学
研
究
所
を
新
た

に
開
設
し
、
産
官
学
連
携
・
学
際
融
合
に

よ
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
や
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
タ
ン
パ
ク
質
動
態
研
究
所
」

で
は
、
生
命
活
動
を
担
う
最
重
要
分
子
で

あ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
を
通
し
て
、
人

類
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
の
解
明
と

克
服
を
目
指
し
て
い
る
ほ
か
、
開
学
以
来

の
伝
統
を
も
つ
「
世
界
問
題
研
究
所
」
や
、

「
日
本
文
化
研
究
所
」「
社
会
安
全
・
警
察

学
研
究
所
」
な
ど
も
活
発

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
に
は
学

部
横
断
型
に
よ
る
共
同
研

究
推
進
サ
ポ
ー
ト
制
度
  （5）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
会

的
課
題
の
多
く
は
い
く
つ

も
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み

合
い
、
単
一
学
部
の
知
見

だ
け
で
は
解
決
が
困
難
だ

か
ら
こ
そ
、
京
都
産
業
大
学
は
複
数
の
学

部
の
教
員
が
共
同
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研

究
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

屈
指
の
「
就
職
に
強
い
大
学
」

国
際
都
市
・
京
都
で
キ
ャ
リ
ア
を
育
成

　

京
都
産
業
大
学
は
「
就
職
に
強
い
大

学
」
と
し
て
高
い
就
職
率
を
誇
っ
て
い
ま

す
（
23
年
度
＝
98
・１
％
）。
そ
の
背
景
に

あ
る
の
が
、
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

就
職
支
援
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
教

育
科
目
「
キ
ャ
リ
ア
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
践
型
）」
お
よ
び
「
キ
ャ
リ
ア

実
習
（
職
場
体
験
型
）」
の
取
り
組
み
は
、

文
部
科
学
省
「
令
和
５
年
度
大
学
等
に
お

け
る
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
活
動
表

彰
」
に
お
い
て
、
４
年
制
私
立
大
学
と
し

て
は
初
め
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
学
で
の
学
び
（On Cam

pus

）
と
実

社
会
で
の
学
び
（Off Cam

pus

）
を
融

合
さ
せ
た
、
実
践
指
向
型
の
課
題
解
決
型

学
習
「
Ｏ
／
Ｏ
Ｃ
Ｆ-

Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
な
ど
、

独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
に
よ
り
鍛
え

ら
れ
た
学
生
た
ち
の
就
業
力
が
、
企
業
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
現
代
は
非
常
に
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
こ
の
社
会
を
変
え
て
い
く

の
は
学
生
の
皆
さ
ん
で
す
。
世
界
中
か
ら

多
く
の
人
々
が
集
ま
る
京
都
は
国
際
感
覚

に
あ
ふ
れ
、
学
び
の
場
と
し
て
は
絶
好
の

街
で
す
。
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た
本
学
は
も

ち
ろ
ん
、
京
都
と
い
う
街
全
体
を
キ
ャ
ン

パ
ス
に
見
立
て
て
、
刺
激
に
満
ち
た
幅
広

い
学
び
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
京
都

産
業
大
学
は
受
験
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

京都産業大学　

と
提
携
し
、
３
週
間
か
ら
１
か
月
程
度
の

就
業
体
験
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
異

文
化
適
応
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
養
う
だ
け
で
な
く
、
大
学
で
の
学
び

や
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
体
系
的
に

考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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